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は
じ
め
に
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
│
一
九
六
六
、
以
下
、
鈴
木
と
略
称
す
る
）
が
一
九
二
〇
年
代
に
発
表
し
た
論
考
に
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」（
一
九
二
四
年
）
と“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ystic”
（
一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。
鈴
木
が
「
七
里
老
師
」
あ
る
い
は
“Tariki
M
ystic”
と
呼
ぶ
の
は
、
明
治
期
に
お
い
て
慈
善
活
動
に
従
事
し
、
老
若
男
女
を
対
象
に
真
宗
信
仰
の
教
化
に
尽
力
し
た
浄
土
真
（
 
）
し
ち
り
ご
う
じ
ゅ
ん
宗
本
願
寺
派
萬
行
寺
住
職
の
七
里
恒
順
（
一
八
三
五
│
一
九
〇
〇
、
以
下
七
里
と
略
称
す
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
お
い
て
鈴
木
は
、
七
里
の
言
行
録
を
引
用
し
て
他
力
信
仰
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
〇
年
代
は
鈴
木
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
時
期
鈴
木
は
、
大
谷
大
学
に
着
任
す
る
。
そ
し
て
、
大
谷
大
学
で
人
間
関
係
が
築
か
れ
、
そ
の
関
係
の
中
で
浄
土
教
思
想
が
受
容
さ
れ
て
い
く
。
鈴
木
が
大
谷
大
学
で
受
容
し
て
い
っ
た
浄
土
教
思
想
は
、
の
ち
に
『
浄
土
系
思
想
論
』（
一
九
四
二
年
）『
宗
教
経
験
の
事
実
（
庄
松
底
を
題
材
と
し
て
）』（
一
九
四
三
年
）
『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）『
妙
好
人
』（
一
九
四
八
年
）
と
し
て
著
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
受
容
期
に
お
い
て
、
鈴
木
は
七
里
の
語
録
を
取
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
一
九
二
〇
年
代
の
論
考
の
分
析
を
通
し
て
、
鈴
木
に
と
っ
て
七
里
が
ど
の
よ
う
２３ 鈴木大拙と七里恒順
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
２
、
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在
（
 
）
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
は
一
九
二
四
年
に
、“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ystic”
は
一
九
二
五
年
に
鈴
木
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
で
鈴
木
は
七
里
の
語
録
を
多
数
引
用
し
な
が
ら
他
力
信
仰
の
解
説
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
二
六
年
の
（

）
論
考
で
あ
る“The
D
evelopm
ent
of
Pure
Land
D
octrine
in
B
uddhism
”
で
、
鈴
木
は
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
浄
土
教
の
基
本
文
献
を
紹
介
し
、
他
力
信
仰
の
阿
弥
陀
、
浄
土
、
本
願
、
罪
業
の
観
念
、
念
仏
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
本
の
論
考
を
比
較
す
る
と
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
よ
り
、
専
門
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
集
中
す
る
い
ず
れ
の
論
考
も
、
共
通
し
て
他
力
信
仰
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
宗
門
徒
で
あ
る
浅
原
才
市
（
一
八
五
〇
│
一
九
三
二
、
以
下
才
市
と
略
称
す
る
）
が
記
し
た
詩
と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
鈴
木
が
妙
好
人
と
い
う
存
在
を
は
っ
き
り
と
意
識
す
る
の
は
一
九
四
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
は
才
市
に
関
し
て
書
籍
・
論
考
・
講
演
な
ど
で
言
及
し
、
ま
た
別
の
数
人
の
妙
好
人
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鈴
木
の
妙
好
人
へ
の
関
心
・
研
究
は
晩
年
に
至
る
ま
で
継
続
さ
（

）
れ
た
。
鈴
木
が
妙
好
人
と
し
て
評
価
す
る
才
市
と
七
里
は
影
響
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
や
新
保
﹇
一
九
九
八
﹈
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
才
市
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
か
ら
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
の
間
に
出
稼
ぎ
の
た
め
博
多
で
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
才
市
は
、
七
里
が
住
職
を
務
め
る
萬
行
寺
で
開
催
さ
れ
る
法
座
会
へ
通
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
才
市
は
七
里
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
才
市
の
真
宗
信
仰
に
は
七
里
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（

）
る
。
２４
鈴
木
に
お
い
て
浄
土
教
や
禅
宗
、
あ
る
い
は
宗
教
経
験
の
研
究
に
お
い
て
妙
好
人
の
存
在
が
検
討
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
以
降
に
は
、
妙
（
 
）
好
人
研
究
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
末
村
﹇
二
〇
一
七
﹈
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
の
浄
土
教
理
解
に
関
す
る
先
行
研
究
に
（

）
は
、
鈴
木
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
七
里
が
妙
好
人
と
し
て
扱
わ
れ
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
鈴
木
が
七
里
の
語
録
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
鈴
木
の
妙
好
人
観
を
検
討
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
鈴
木
の
一
九
二
〇
年
代
の
論
考
に
お
い
て
七
里
の
語
録
に
基
づ
き
他
力
信
仰
が
理
解
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
鈴
木
と
七
里
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
先
行
研
究
も
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
鈴
木
に
よ
っ
て
七
里
の
語
録
が
中
心
的
に
扱
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
の
論
考
を
通
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
浄
土
教
の
思
想
的
な
受
容
が
、
鈴
木
の
妙
好
人
観
に
影
響
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
３
、
鈴
木
の
妙
好
人
観
（
１
）
大
谷
大
学
に
お
け
る
真
宗
の
学
び
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
│
一
九
二
六
）
の
招
来
に
よ
り
鈴
木
は
真
宗
大
谷
大
学
に
着
任
し
て
い
る
。
佐
々
木
と
鈴
木
は
長
年
知
己
の
関
係
に
あ
っ
た
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
、
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
御
遠
忌
に
際
し
、
佐
々
木
と
鈴
木
は
覚
如
編
『
本
願
寺
聖
人
伝
絵
』（
御
伝
鈔
）
の
英
語
版The
Life
of
the
Shōnin
Shinran
（G
odensho
）
を
共
同
翻
訳
し
出
版
し
て
い
る
。
じ
ん
し
り
ょ
う
か
い
佐
々
木
と
鈴
木
は
ま
た
、「
仏
教
並
び
に
真
宗
教
義
を
欧
米
各
国
の
人
士
に
領
解
せ
し
め
」、「
毎
月
英
文
雑
誌
を
刊
行
し
、
別
に
仏
教
（

）
に
関
す
る
単
行
本
を
も
発
行
し
て
、
こ
れ
を
欧
米
の
図
書
館
を
初
め
有
識
階
級
に
贈
り
て
大
に
宣
伝
に
努
む
る
」
こ
と
を
目
的
に
「
東
方
仏
教
徒
協
会
」（The
Eastern
B
uddhist
Society
）
を
一
九
二
一
年
に
設
立
す
る
。
創
立
メ
ン
バ
ー
に
は
、
佐
々
木
の
ほ
か
に
山
辺
習
学
２５ 鈴木大拙と七里恒順
（
一
八
八
二
│
一
九
四
四
）、
赤
沼
智
善
（
一
八
八
四
│
一
九
三
七
）
が
い
た
。
そ
の
後
、
鈴
木
は
「
真
宗
と
禅
宗
」（
一
九
二
三
年
）、
「
真
宗
雑
観
」（
一
九
二
八
年
）
と
い
っ
た
論
考
を
発
表
、
さ
ら
に
山
辺
や
佐
々
木
ら
と
『
歎
異
抄
』
の
勉
強
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
大
谷
大
学
と
い
う
新
し
い
環
境
の
な
か
で
真
宗
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
（
２
）
妙
好
人
と
は
な
に
か
妙
好
人
の
言
葉
の
意
味
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
妙
好
人
と
い
う
言
葉
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
末
尾
に
あ
る
「
流
通
分
」
の
「
も
し
念
（
 
）
仏
す
る
者
、
当
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
」
の
「
分
陀
利
花
」
に
由
来
し
て
い
る
。「
分
陀
利
華
」
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語puṇḍarīka
の
音
写
語
で
、
白
蓮
華
を
指
す
。
浄
土
真
宗
の
七
祖
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
る
善
導
大
師
が
こ
の
経
典
の
注
釈
書
と
し
て
著
し
た
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、「
分
陀
利
華
」
が
以
下
の
よ
う
に
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
「
分
陀
利
」
と
い
ふ
は
、
人
中
の
好
華
と
名
づ
く
、
ま
た
希
有
華
と
名
づ
く
、
ま
た
人
中
の
上
上
華
と
名
づ
け
、
ま
た
妙
好
華
と
名
づ
く
。
こ
の
華
相
伝
へ
て
蔡
華
と
名
づ
く
る
こ
れ
な
り
。
も
し
念
仏
の
者
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
人
中
の
好
人
な
り
、
人
中
の
妙
好
人
（
）
な
り
、
人
中
の
上
上
人
な
り
、
人
中
の
希
有
人
な
り
、
人
中
の
最
勝
人
な
り
。
善
導
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、「
念
仏
の
者
」
は
「
妙
好
人
」
で
あ
る
。
親
鸞
著
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
の
「
正
信
念
仏
偈
」
で
は
「
一
切
善
悪
の
凡
夫
人
、
如
来
の
弘
誓
願
を
聞
信
す
れ
ば
、
仏
（
釈
尊
）、
広
大
勝
解
の
ひ
と
と
の
た
ま
へ
り
」「
分
陀
利
華
と
名
づ
く
」
ま
た
、
「
入
出
二
門
偈
」
で
は
、「
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
、
仏
眼
力
に
よ
り
て
摂
取
を
獲
、
こ
の
ひ
と
す
な
わ
ち
凡
数
の
摂
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
（
）
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
、
こ
の
信
は
最
勝
希
有
人
な
り
、
こ
の
信
は
妙
好
上
上
人
な
り
」
と
あ
り
、
親
鸞
の
著
作
に
お
い
て
「
分
陀
利
（
）
華
」
や
「
妙
好
人
」
の
語
が
散
見
さ
れ
る
。「
末
灯
鈔
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
２６
こ
の
信
心
の
人
を
真
の
仏
弟
子
と
い
へ
り
。
こ
の
人
を
正
念
に
住
す
る
人
と
す
。
こ
の
人
は
、
摂
取
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
金
剛
心
を
え
た
る
人
と
申
な
り
。
こ
の
人
を
上
上
人
と
も
、
妙
好
人
と
も
、
最
勝
人
と
も
、
希
有
人
と
も
申
す
な
り
。
こ
の
人
は
、
正
（
）
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
れ
る
な
り
と
し
る
べ
し
。
親
鸞
の
理
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
妙
好
人
と
は
煩
悩
を
そ
な
え
る
「
凡
夫
人
」
で
あ
り
な
が
ら
、
信
を
獲
得
し
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
信
を
獲
得
し
た
人
、
す
な
わ
ち
「
信
心
の
人
」
は
「
真
の
仏
弟
子
」
で
あ
り
、「
金
剛
心
を
え
た
る
人
」
で
あ
り
、「
正
定
聚
の
位
に
（
）
定
ま
れ
る
」
人
で
あ
る
。
次
に
鈴
木
の
妙
好
人
に
対
す
る
理
解
を
確
認
し
て
い
く
。
「
妙
好
と
い
う
は
、
も
と
蓮
華
の
美
わ
し
さ
を
嘆
賞
し
て
の
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
人
間
に
移
し
て
、
そ
の
信
仰
の
美
わ
し
さ
に
喩
（
）
え
た
」
と
鈴
木
は
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
「
浄 
土 
宗 
信
者
の
中
で
も
と
く
に
真
宗
信
者
の
な
か
に
『
妙
好
人
』
の
名
で
知
ら
れ
る
一
種
の
（
）
人
達
が
い
る
」
と
述
べ
、
浄
土
系
信
者
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
真
宗
信
者
に
み
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。「
他
力
宗
の
生
命
は
、
実
に
い
か
め
し
い
学
匠
達
や
堂
堂
た
る
建
築
の
中
に
在
る
の
で
な
く
し
て
、
実
は
市
井
の
人
、
無
学
文
盲
と
も
い
わ
れ
得
る
、
賤
が
伏
屋
に
起
（
）
臥
す
る
人
達
の
在
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
述
べ
る
が
、「
市
井
の
人
」
と
は
、
社
会
の
大
多
数
の
人
々
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鈴
木
の
い
う
「
市
井
の
人
」
の
特
徴
と
し
て
、
た
と
え
ば
、「
妙
好
人
と
言
わ
れ
る
人
達
の
最
も
大
な
る
特
徴
の
一
は
、
彼
ら
の
比
較
的
文
字
に
乏
し
い
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
比
較
的
文
字
に
乏
し
い
」
と
い
う
特
徴
は
他
力
信
仰
に
お
い
て
は
好
条
件
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。わ
だ
か
ま
何
で
も
心
に
蟠
り
が
あ
る
と
、
信
仰
の
這
入
る
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
宗
教
で
も
同
じ
こ
と
で
、
心
に
私
念
が
あ
っ
た
り
、
抽
象
的
概
念
で
充
た
さ
れ
て
居
た
り
す
る
と
、「
他
力
」
は
素
通
り
を
す
る
。
受
け
入
れ
体
系
が
十
分
に
整
う
て
居
な
い
か
２７ 鈴木大拙と七里恒順
ら
だ
と
云
は
れ
る
。（『
鈴
木
大
拙
全
集
〔
増
補
新
版
〕』
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
五
頁
）
し
ょ
う
が
い
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
学
問
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
識
と
い
っ
た
「
抽
象
的
概
念
」
は
信
仰
に
と
っ
て
障
礙
と
な
る
。「
抽
象
的
概
念
」
で
充
た
さ
れ
て
い
る
者
に
は
、「
他
力
」
が
入
る
余
地
が
な
い
。
鈴
木
の
考
え
る
真
宗
信
仰
に
お
け
る
救
い
は
、
他
力
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
真
宗
を
信
仰
す
る
者
が
他
力
そ
れ
自
体
を
疑
う
限
り
、
他
力
は
体
験
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
鈴
木
の
考
え
る
妙
好
人
の
信
仰
の
特
徴
は
、
他
力
の
は
た
ら
き
に
対
し
て
疑
い
を
持
た
な
い
こ
と
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
鈴
木
は
妙
好
人
と
し
て
才
市
を
高
く
評
価
し
、
才
市
に
つ
い
て
多
く
の
と
こ
ろ
で
言
及
す
る
の
で
あ
る
。
４
、
浅
原
才
市
と
七
里
恒
順
一
九
二
〇
年
代
の
鈴
木
に
よ
る
論
考
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
と“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ystic”
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
萬
行
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
七
里
恒
順
の
語
録
が
扱
わ
れ
、
そ
の
七
里
と
才
市
は
萬
行
寺
で
出
会
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
才
市
に
関
し
て
確
認
し
て
い
く
。
（
１
）
浅
原
才
市
才
市
は
石
見
国
温
泉
津
（
現
在
の
島
根
県
）
で
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
生
ま
れ
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
逝
去
し
て
い
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
三
十
歳
の
と
き
に
博
多
で
船
大
工
屋
に
就
職
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
（
）
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
九
州
か
ら
引
き
揚
げ
、
郷
里
の
石
見
で
履
物
屋
を
営
ん
で
い
る
。
才
市
は
六
十
四
歳
の
九
月
頃
か
ら
、
下
駄
作
り
の
合
間
に
出
て
き
た
詩
を
カ
ン
ナ
屑
に
書
き
と
め
、
そ
れ
ら
を
ノ
ー
ト
に
清
書
し
て
い
２８
た
。
清
書
さ
れ
た
ノ
ー
ト
を
才
市
は
石
見
温
泉
津
の
自
宅
近
く
に
あ
る
安
楽
寺
の
住
職
・
梅
田
謙
敬
（
一
八
六
九
│
一
九
三
八
）
に
見
せ
（
）
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
才
市
の
詩
を
世
に
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
寺
本
慧
達
（
一
八
九
六
│
一
九
五
五
）
で
あ
り
、
梅
田
謙
敬
の
甥
に
あ
た
る
。
寺
本
は
才
市
か
ら
貰
っ
た
ノ
ー
ト
数
冊
を
も
と
に
し
た
「
生
け
る
妙
好
人
・
浅
原
才
市
」
を
富
士
川
游
（
一
八
六
五
│
一
（
）
九
四
〇
）
主
宰
の
雑
誌
『
法
爾
』
第
二
十
二
号
、
二
十
三
号
（
大
正
八
年
十
一
月
、
十
二
月
）
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
、
才
市
の
詩
が
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
論
考
と
な
る
。
寺
本
の
論
考
を
読
ん
だ
藤
秀
（
一
八
八
五
│
一
九
八
三
）
も
ま
た
才
市
を
含
め
た
妙
好
人
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
藤
は
、
才
市
の
ノ
ー
ト
二
冊
分
の
評
論
を
藤
自
身
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
荘
厳
』
に
掲
載
し
、
そ
の
後
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
乗
相
応
の
地
』（
興
教
書
院
）
に
「
妙
好
人
才
市
の
詩
」
と
し
て
収
録
し
た
。
こ
の
『
大
乗
相
応
の
地
』
を
、
京
（
）
都
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
西
谷
啓
治
が
鈴
木
に
紹
介
し
た
の
は
、
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
僧
侶
や
学
者
達
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
才
市
の
ノ
ー
ト
が
梅
田
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。
梅
田
に
と
っ
て
才
市
は
教
化
す
る
対
象
で
あ
り
、
梅
田
に
と
っ
て
才
市
は
教
化
さ
れ
る
側
と
い
え
、
ま
た
才
市
は
（
）
梅
田
の
こ
と
を
善
知
識
と
し
て
敬
慕
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
才
市
が
詩
を
綴
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
梅
田
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。
彼
ら
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
に
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
才
市
と
梅
田
と
の
交
流
よ
り
も
以
前
に
才
市
が
法
話
を
聴
聞
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
は
才
市
が
博
多
時
代
に
通
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
萬
行
寺
と
、
萬
行
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
七
里
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
（
２
）
七
里
恒
順
七
里
は
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
越
後
国
三
島
郡
飯
塚
（
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
飯
塚
）
の
明
鏡
寺
で
父
井
上
宗
鏡
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
七
里
は
十
一
歳
の
と
き
に
得
度
し
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
年
二
十
一
歳
の
と
き
、
豊
前
２９ 鈴木大拙と七里恒順
げ
っ
し
ゅ
下
毛
郡
今
津
村
（
現
在
の
大
分
県
中
津
市
今
津
）
浄
光
寺
の
勧
学
月
珠
に
つ
い
て
学
ぶ
。
月
珠
が
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
亡
く
な
る
せ
ん
し
ょ
う
た
ま
る
き
ょ
う
に
ん
と
、
七
里
は
月
珠
門
下
で
あ
っ
た
教
順
寺
の
助
教
専
正
に
師
事
す
る
。
そ
の
後
、
長
久
寺
の
田
丸
慶
忍
（
一
八
一
六
│
一
八
八
三
）
や
、
せ
ん
か
い
豊
後
国
玖
珠
郡
戸
畑
村
（
現
在
の
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
戸
畑
）
満
福
寺
の
住
職
南
渓
の
も
と
で
学
ぶ
。
元
治
元
年
よ
り
光
西
寺
の
専
界
（
）
司
教
の
斡
旋
で
筑
前
国
博
多
下
園
町
萬
行
寺
に
入
寺
し
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
住
職
と
な
る
。
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
病
に
伏
し
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
没
し
て
い
る
。
七
里
が
萬
行
寺
の
住
職
と
な
っ
た
頃
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
発
布
さ
れ
た
神
仏
分
離
令
に
よ
り
廃
仏
毀
釈
運
動
が
お
こ
り
、
全
国
の
寺
院
が
破
却
さ
れ
る
情
勢
に
あ
っ
た
。
当
時
の
萬
行
寺
は
「
最
も
さ
び
れ
昔
日
の
面
影
は
な
か
っ
た
」
様
子
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
（
）
る
。
七
里
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
寺
の
再
興
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
孤
児
院
の
設
立
、
数
百
（
）
（
）
人
規
模
の
児
童
教
化
事
業
「
教
童
講
」
の
展
開
、
坊
守
講
の
開
設
、
ま
た
元
寇
記
念
碑
建
設
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
も
名
を
連
ね
て
い
（
）
た
。
萬
行
寺
で
は
「
甘
露
窟
」
と
称
さ
れ
る
私
塾
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
毎
月
の
常
例
法
座
は
、
七
里
が
病
床
に
伏
す
明
治
二
六
（
一
八
（
）
よ
う
じ
ゃ
く
か
い
九
三
）
年
五
十
九
歳
の
と
き
ま
で
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
は
「
要
藉
会
」
が
創
立
さ
れ
る
。
（
）
毎
月
十
日
と
二
十
五
日
に
会
が
開
催
さ
れ
る
と
、
多
い
と
き
に
は
二
百
人
ほ
ど
集
っ
た
と
い
わ
れ
る
。「
要
藉
会
」
で
は
遠
近
各
地
よ
り
（
）
教
化
を
願
う
人
々
が
自
ら
の
領
解
を
述
べ
、
あ
る
い
は
不
審
な
点
を
七
里
に
た
ず
ね
て
教
え
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
門
信
徒
た
ち
が
七
里
の
教
え
を
受
け
よ
う
と
萬
行
寺
を
訪
ね
て
い
る
。
七
里
の
言
葉
の
い
く
つ
か
は
記
録
さ
れ
、
言
行
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
行
録
と
し
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
は
、
三
原
暁
照
編
『
七
里
恒
順
言
行
録
』
（
教
学
報
知
支
社
、
一
九
〇
〇
年
）、
佐
竹
智
應
編
『
七
里
和
上
法
話
聞
書
』（
顯
道
書
院
、
一
九
〇
一
年
）、
小
泉
了
諦
編
『
七
里
恒
順
師
語
録
』（
顯
道
書
院
、
一
九
一
〇
年
）、
清
水
精
一
郎
編
『
七
里
和
上
遺
芳
』（
興
教
書
院
、
一
九
一
二
年
）、
浜
口
恵
璋
編
『
七
里
和
上
言
行
録
』（
興
教
書
院
、
一
九
一
二
年
）・『
七
里
恒
順
法
話
集
』（
百
華
苑
、
一
九
五
五
年
）、
赤
沼
智
善
編
『
七
里
老
師
語
録
』（
無
我
山
房
、
一
九
一
二
年
）
が
あ
る
。
鈴
木
は
、
一
九
二
四
年
、
一
九
二
五
年
両
論
考
に
お
い
て
赤
沼
編
『
七
里
老
師
語
録
』
か
ら
多
数
引
用
し
３０
て
い
る
た
め
、
数
あ
る
七
里
語
録
の
な
か
で
も
、
本
稿
で
は
同
書
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。
七
里
は
「
和
上
の
名
声
は
そ
の
在
世
か
ら
滅
後
に
か
け
て
全
国
に
鳴
り
響
い
た
も
の
で
、
宗
門
の
人
は
誰
知
ら
ぬ
者
が
な
い
と
云
ふ
（
）
位
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。
七
里
の
法
話
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
人
々
が
詰
め
か
け
、
そ
の
な
か
に
は
才
市
が
い
た
と
（
）
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
七
里
に
よ
る
才
市
へ
の
影
響
郷
里
で
あ
る
石
見
か
ら
離
れ
て
博
多
へ
移
り
、
才
市
が
船
大
工
と
し
て
生
活
す
る
の
は
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
才
市
が
博
多
へ
移
り
住
ん
だ
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
石
見
地
方
は
山
が
多
く
、
農
耕
地
の
あ
る
平
野
が
少
な
い
た
め
、
職
を
求
め
て
大
阪
や
北
九
州
方
面
が
出
る
若
い
人
々
が
多
か
っ
た
。
才
市
も
職
を
求
め
て
博
多
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
人
々
の
一
人
で
あ
っ
た
。
博
多
の
園
町
に
は
萬
行
寺
が
あ
り
、
住
職
で
あ
っ
た
七
里
は
す
で
に
学
徳
の
高
い
僧
侶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
博
多
で
は
萬
行
寺
へ
行
き
、
七
里
よ
り
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
と
才
市
は
父
の
西
教
（
）
か
ら
勧
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
う
じ
ゃ
く
か
い
才
市
と
七
里
の
出
会
い
は
、
才
市
が
三
十
歳
、
七
里
が
四
十
五
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
七
里
が
主
催
す
る
「
要
藉
会
」
へ
参
加
し
て
い
た
才
市
は
、
三
十
一
歳
の
と
き
に
、「
三
十
一
ま
で
な
に
が
え
ろ
う
な
っ
た
こ
ざ
る
の
や
う
な
ち
ゑ
ば
か
り
こ
ざ
る
の
や
う
ブ
（
）
な
は
か
ら
ひ
や
め
て
南
無
阿
弥
陀
仏
を
い
ふ
ば
か
り
」
と
い
う
言
葉
を
七
里
か
ら
直
接
貰
い
、「
こ
れ
は
七
里
和
上
と
い
う
え
ら
い
お
坊
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
」
だ
と
才
市
は
妻
の
セ
ツ
に
説
明
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
三
十
一
ま
で
」
の
言
葉
を
受
け
た
二
年
後
、
才
市
が
三
十
三
歳
の
と
き
、
西
本
願
寺
で
帰
敬
式
を
受
け
、
法
名
「
釈
秀
素
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
年
後
、
才
市
が
三
十
五
歳
の
と
き
、
浄
土
真
宗
に
ゆ
か
り
の
あ
る
旧
跡
を
巡
っ
て
い
る
。
巡
拝
寺
院
数
は
百
三
十
七
か
所
で
、
約
三
か
月
に
渡
っ
て
（
）
（
）
旧
跡
を
尋
ね
て
い
る
。
才
市
が
四
十
六
歳
の
と
き
、
才
市
の
妻
セ
ツ
も
ま
た
西
本
願
寺
で
帰
敬
式
を
受
け
て
い
る
。
才
市
に
と
っ
て
、
こ
３１ 鈴木大拙と七里恒順
の
時
期
に
真
宗
信
仰
へ
の
態
度
の
深
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
七
里
か
ら
の
影
響
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、
才
市
の
詩
に
は
七
里
か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
才
市
の
詩
の
特
徴
を
挙
げ
て
、
七
里
の
『
語
録
』
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
い
。
六
十
四
歳
の
頃
よ
り
綴
ら
れ
た
才
市
の
詩
の
ほ
と
ん
ど
は
「
な
み
あ
む
だ
ぶ
つ
」
で
終
わ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
特
徴
か
ら
「
念
仏
詩
」
と
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
才
市
の
念
仏
詩
か
ら
は
、
彼
が
絶
え
ず
念
仏
を
口
に
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
念
仏
が
真
宗
に
お
い
て
中
心
の
行
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
念
仏
に
関
し
て
、
七
里
の
『
語
録
』
に
（
）
（
）
は
「
口
称
を
し
て
居
れ
ば
、
そ
の
中
だ
け
は
妄
語
の
罪
は
造
ら
れ
ぬ
」「
口
を
念
佛
に
寄
附
し
な
さ
い
」
と
あ
り
、
こ
の
七
里
の
言
葉
か
ら
、
実
際
に
念
仏
を
口
に
す
る
こ
と
を
七
里
が
勧
め
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
才
市
が
梅
田
謙
敬
の
こ
と
を
善
知
識
と
し
て
敬
慕
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
梅
田
と
同
じ
く
ら
い
に
才
市
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
蓮
如
上
人
で
あ
る
。
才
市
の
詩
（
今
）（
説
教
）
（
は
）
（
安
楽
寺
）
（
和
尚
さ
ん
）
（
そ
う
）
（
は
）
（
ま
い
）
（
蓮
如
さ
ん
）
に
「
才
市
よ
い
へ
い
ま
せ
京
を
し
太
わ
だ
れ
か
へ
あ
ん
ら
く
し
の
わ
上
三
で
あ
り
ま
す
そ
を
で
わ
あ
る
ま
へ
れ
ん
仁
よ
三
で
あ
（
そ
う
）
（
は
）
（
ま
い
）
（
弥
陀
）
（
直
説
）
（
）
り
ま
す
。
そ
を
で
わ
あ
る
ま
へ
み
太
の
じ
き
せ
つ
な
む
あ
み
太
ぶ
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
才
市
は
蓮
如
が
門
徒
に
宛
て
（
御
文
章
）
（
蓮
如
）
た
手
紙
と
し
て
知
ら
れ
る
『
御
文
章
』
を
「
ご
ぶ
ん
正
さ
ま
」、
蓮
如
を
「
れ
ん
仁
よ
さ
ま
」
と
し
て
詩
に
た
び
た
び
記
し
て
い
る
。
ま
（
）
た
浅
原
家
の
所
属
寺
で
あ
る
涅
槃
寺
に
は
、
才
市
が
日
々
読
ん
だ
『
御
文
章
』
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
七
里
の
『
語
録
』
に
は
、「
御
開
山
」
と
し
て
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
の
教
え
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
御
開
山
」
が
語
ら
れ
る
の
と
同
頻
度
で
、
蓮
如
に
よ
る
門
徒
へ
の
手
（
）
紙
で
あ
る
御
文
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
蓮
如
や
梅
田
に
つ
い
て
は
才
市
の
詩
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
が
才
市
に
と
っ
て
善
知
識
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
七
里
も
ま
た
才
市
に
と
っ
て
善
知
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
本
稿
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
七
里
が
才
市
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
て
き
た
。
以
下
で
は
、
鈴
木
に
よ
る
一
九
二
〇
年
代
に
著
さ
れ
た
二
つ
の
論
考
を
取
り
上
げ
、
七
里
の
語
録
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る
他
力
信
仰
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。
３２
５
、「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
と“Sayings
ofa
M
odern
TarikiM
ystic”
（
１
）「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
中
外
日
報
誌
上
で
連
載
さ
れ
た
。
そ
れ
（
）
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
中
外
出
版
社
が
刊
行
し
た
『
百
醜
千
拙
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
七
里
老
師
語
録
』
は
、
赤
沼
智
善
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
浩
々
洞
の
流
れ
を
汲
む
無
我
山
房
よ
り
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
七
里
老
師
語
録
』
の
構
成
を
み
る
と
、
赤
沼
に
よ
る
「
序
」
が
あ
り
、
赤
沼
の
編
纂
に
よ
っ
て
一
六
六
篇
（「
一
、
称
名
怠
ら
ざ
れ
ば
信
心
愈
々
増
上
す
」
か
ら
「
一
六
六
、
火
吹
達
磨
」
ま
で
）
の
七
里
の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
赤
沼
は
「
序
」
に
お
い
て
『
七
里
老
師
語
録
』
が
出
版
さ
れ
た
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
（
）
赤
沼
は
、
七
里
の
法
話
を
聞
い
た
七
里
の
甥
の
子
息
よ
り
手
記
を
借
り
受
け
、
そ
の
手
記
か
ら
七
里
の
言
葉
を
抜
き
出
し
て
編
纂
し
た
（
）
も
の
が
本
書
で
あ
る
と
序
文
で
述
べ
て
い
る
。
出
版
当
時
、
赤
沼
は
大
谷
大
学
卒
業
後
、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
│
一
九
〇
三
）
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
私
塾
で
あ
る
浩
々
洞
の
同
人
と
な
り
山
辺
習
学
と
と
も
に
尚
羊
社
と
い
う
結
社
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
尚
羊
社
は
一
般
大
（
）
衆
へ
の
仏
教
伝
道
を
志
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
出
版
社
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
赤
沼
は
、
出
版
活
動
を
精
力
的
に
続
け
、
そ
う
し
た
な
か
で
出
版
さ
れ
た
の
が
こ
の
『
七
里
老
師
語
録
』
で
あ
っ
た
。
（
）
『
七
里
老
師
語
録
』
の
他
に
も
、
無
我
三
房
か
ら
『
語
録
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
は
、
無
我
三
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
他
の
語
録
も
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
赤
沼
編
の
『
七
里
老
師
語
録
』
に
関
心
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
鈴
木
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
３３ 鈴木大拙と七里恒順
と
に
角
、
七
里
老
師
の
『
語
録
』（
赤
沼
智
善
編
）
な
る
も
の
を
読
ん
で
見
る
と
、
如
何
に
も
其
の
人
の
有
難
さ
が
偲
ば
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
に
信
仰
が
出
来
れ
ば
、
異
安
心
も
あ
つ
た
も
の
で
な
い
、
其
の
人
の
往
生
は
疑
ひ
な
い
、
人
間
の
小
競
合
は
さ
も
あ
れ
ば
あ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
又
自
力
も
他
力
も
な
い
の
で
あ
る
、
禅
宗
も
真
宗
も
問
題
に
な
ら
ぬ
、
耶
蘇
も
釈
迦
も
あ
つ
た
も
の
で
な
（
）
い
。
鈴
木
は
語
録
と
し
て
残
さ
れ
た
七
里
の
言
葉
を
通
し
て
何
を
み
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
七
里
の
他
力
信
仰
に
お
い
て
は
「
こ
れ
ほ
ど
に
信
仰
が
出
来
れ
ば
」「
往
生
は
疑
ひ
な
い
」
と
鈴
木
は
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
七
里
に
み
ら
れ
る
信
仰
に
お
い
て
は
、
仏
教
宗
派
の
違
い
や
、
さ
ら
に
は
、
仏
教
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
対
象
と
い
え
る
「
神
」
や
「
釈
迦
」
の
違
い
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
鈴
木
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
七
里
の
真
宗
信
仰
と
は
、
他
力
・
自
力
、
真
宗
・
禅
宗
、「
釈
迦
」
や
「
神
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
限
定
さ
れ
な
い
宗
教
経
験
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
序
で
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
語
録
風
の
も
の
が
議
論
よ
り
も
深
く
て
面
白
い
。
又
人
を
感
化
す
る
点
も
多
大
だ
と
思
ふ
。
真
宗
の
宗
祖
に
は
、
消
息
類
は
沢
山
あ
る
が
、
語
録
は
少
な
い
の
か
知
ら
ん
。
近
世
の
も
の
で
は
無
我
山
房
出
版
の
も
の
を
二
、
三
見
た
外
、
寡
（
）
聞
の
わ
し
は
知
ら
ぬ
。
こ
こ
に
亦
真
宗
の
宗
風
が
読
め
る
と
云
へ
ぬ
だ
ら
う
か
。
鈴
木
は
「
真
宗
の
宗
風
」
を
知
る
た
め
に
、
親
鸞
の
著
作
や
そ
の
関
連
の
研
究
書
で
は
な
く
「
語
録
風
の
も
の
」
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
語
録
風
の
も
の
」
は
、「
人
を
感
化
す
る
点
も
多
大
」
だ
と
鈴
木
は
考
え
て
い
た
。「
人
を
感
化
す
る
点
も
多
大
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
た
と
え
ば
赤
沼
編
の
語
録
は
具
体
的
な
話
も
多
く
、
ま
た
一
つ
一
つ
の
語
録
の
分
量
は
短
く
、
真
宗
信
仰
の
要
点
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
七
里
の
言
葉
が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
語
録
と
３４
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
て
七
里
が
人
々
を
感
化
・
教
化
し
た
こ
と
を
鈴
木
は
真
宗
信
仰
の
事
実
と
し
て
捉
え
て
（
）
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
鈴
木
が
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
に
お
い
て
、
宗
教
を
説
明
す
る
こ
と
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
宗
教
に
は
ど
う
し
て
も
文
字
言
句
で
云
ひ
顕
は
し
得
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
神
秘
は
宗
教
の
極
処
で
あ
る
。
仏
智
不
思
議
と
も
云
ひ
、
ご
ん
せ
ん
ふ
ぎ
ゅ
う
本
願
不
思
議
と
も
云
ふ
。
皆
是
れ
言
詮
不
及
で
あ
る
か
ら
だ
、
理
路
不
到
で
あ
る
か
ら
だ
、
信
も
悟
も
此
か
ら
出
る
。
併
し
こ
れ
に
（
）
は
容
易
な
ら
ぬ
工
夫
が
い
る
。
（
）
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
。「
神
秘
は
宗
教
の
極
処
」
だ
と
鈴
木
が
述
べ
る
の
は
、「
信
と
悟
」
の
出
ど
こ
ろ
が
「
言
詮
不
及
」「
理
路
不
到
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
起
因
し
て
い
る
。
一
九
二
四
年
の
論
考
で
、
鈴
木
は
『
七
里
老
師
語
録
』
か
ら
２
節
を
引
用
し
、「
真
宗
」
は
「
神
秘
主
義
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
「
聞
と
は
信
心
を
あ
ら
は
す
み
の
り
な
り
。
聞
其
名
号
と
聞
の
字
を
置
き
給
ふ
た
は
考
ふ
る
こ
と
に
非
ず
。
考
の
字
を
置
き
給
は
ず
、
（
）
き
い
た
が
信
心
ぞ
よ
と
示
し
給
ふ
也
。」（
第
二
十
四
節
）
「
き
く
と
は
聞
即
信
な
り
。
考
へ
出
す
こ
と
に
非
ず
。
き
い
た
ま
ま
な
り
、
思
惟
し
て
か
ら
定
め
る
ぢ
や
な
し
。
…
…
き
い
た
ま
ま
（
）
が
心
に
浮
か
ん
だ
信
心
な
り
。」（
第
五
十
三
節
）
と
云
ふ
こ
と
、
信
心
が
直
覚
な
る
こ
と
一
分
の
疑
を
容
れ
ず
、
真
宗
も
亦
つ
ま
り
は
神
秘
主
義
で
あ
る
。
此
の
点
で
は
他
の
宗
教
と
（
）
何
等
の
差
別
が
な
い
。
他
力
の
働
き
は
自
我
の
意
識
を
容
れ
ぬ
本
願
そ
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
３５ 鈴木大拙と七里恒順
「
聞
其
名
号
と
聞
の
字
を
置
き
給
ふ
た
は
考
ふ
る
こ
と
に
非
ず
」「
き
く
と
は
聞
即
信
な
り
」「
考
へ
出
す
こ
と
に
非
ず
」
と
い
う
七
里
の
語
録
に
は
、
信
心
と
は
「
考
へ
出
す
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
思
惟
し
て
定
め
る
」
の
で
も
な
く
、「
き
い
た
ま
ま
」
の
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
里
の
言
葉
に
依
拠
し
、
鈴
木
は
「
信
心
が
直
覚
」
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
考
へ
」
と
い
う
疑
い
を
も
つ
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
で
、
真
宗
に
は
神
秘
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
七
里
の
い
う
「
考
へ
」
は
「
自
我
の
意
識
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
真
宗
信
仰
に
お
い
て
他
力
が
は
た
ら
く
の
は
「
自
我
の
意
識
」
を
容
れ
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
で
あ
る
。
鈴
木
は
、
さ
ら
に
こ
の
翌
年
に
、
七
里
の
語
録
の
英
語
翻
訳
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
（
２
）“Sayings
ofa
M
odern
TarikiM
ystic”
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
を
発
表
し
た
翌
年
、The
Eastern
Buddhist
に
お
い
て
鈴
木
は“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ys­
tic”
を
発
表
し
て
い
る
。
英
文
に
よ
る
こ
の
論
考
は
第
一
部
と
第
二
部
か
ら
成
る
。
第
一
部
で
扱
わ
れ
る
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
「
真
宗
信
（
）
仰
と
は
何
か
、
そ
し
て
、
な
ぜ
そ
れ
〔
真
宗
信
仰
〕
が
『
自
力
』
に
対
し
て
の
『
他
力
』
と
呼
ば
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鈴
木
は
真
宗
信
仰
あ
る
い
は
他
力
に
関
し
て
解
説
す
る
た
め
に
、
七
里
の
語
録
、
福
田
義
導
（
一
八
〇
五
│
一
八
八
一
）
に
よ
る
訓
令
、
ゲ
（
）
ル
ハ
ル
ト
・
テ
ル
ス
テ
ー
ゲ
ン
（G
erhard
Tersteegen
一
六
九
七
│
一
七
六
九
）
に
よ
る
説
教
等
を
引
用
し
て
い
る
。
一
九
二
四
年
の
論
考
と
一
九
二
五
年
の
論
考
と
を
比
較
す
る
と
、
使
用
言
語
や
引
用
数
の
違
い
か
ら
後
者
の
英
文
論
考
は
明
ら
か
に
分
量
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鈴
木
が
日
本
あ
る
い
は
日
本
仏
教
に
精
通
す
る
文
化
圏
の
読
者
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
の
読
者
の
手
に
渡
る
こ
と
を
想
定
し
、
さ
ら
に
、
で
き
る
だ
け
読
者
へ
理
解
を
促
す
よ
う
に
、
こ
の
論
考
を
執
筆
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
部
で
は
、
赤
沼
編
『
七
里
老
師
語
録
』、
小
泉
了
諦
編
『
七
里
恒
順
師
語
録
』（
顯
道
書
院
、
一
九
一
〇
年
）、
浜
口
恵
璋
編
『
七
里
和
上
言
行
（
）
録
』（
興
教
書
院
、
一
九
一
二
年
）
か
ら
三
八
の
語
録
が
抜
粋
さ
れ
英
語
へ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
は
七
里
を
博
識
高
い
学
者
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
他
力
信
仰
の
経
験
者
で
あ
る
点
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
３６
七
里
を
支
持
す
る
者
は
大
勢
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に
対
す
る
七
里
の
宗
教
的
な
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
七
里
は
偉
大
な
学
者
で
あ
り
、
か
つ
か
な
り
多
く
の
博
識
高
い
著
作
集
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
惹
く
の
は
、
彼
を
真
宗
の
博
識
高
い
信
者
の
人
だ
と
一
般
的
に
位
置
づ
け
る
専
門
用
語
で
溢
れ
る
学
問
的
な
議
論
で
は
な
く
、
彼
の
実
際
（
）
の
信
仰
で
あ
る
。
さ
て
、
一
九
二
五
年
の
論
考
で
は
、
阿
弥
陀
へ
の
「
絶
対
的
な
信
頼an
absolute
reliance
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
な
確
信absolute
confidence
」
と
い
う
表
現
が
目
に
付
く
。
こ
れ
ら
と
同
じ
く
ら
い
、「
救
済salvation
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。
鈴
木
が
「
救
済
」
と
い
う
語
を
用
い
る
の
は
、
自
力
に
よ
る
救
済
が
説
明
さ
れ
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鈴
木
が
「
絶
対
的
な
信
頼
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
な
確
信
」
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、
他
力
信
仰
に
お
け
る
救
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
論
考
の
冒
頭
で
鈴
木
が
提
示
す
る
第
一
部
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
「
真
宗
信
仰
が
他
力
と
い
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
鈴
木
は
、
七
里
の
語
録
を
通
し
て
、
阿
弥
陀
へ
の
「
絶
対
的
な
信
頼
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
な
確
信
」
と
、
真
宗
信
仰
の
救
い
と
し
て
の
他
力
に
よ
る
は
た
ら
き
を
み
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
力
の
教
説
は
救
済
の
手
段
と
し
て
の
「
自
力
」
を
拒
否
し
、
唯
一
必
要
な
も
の
で
あ
る
絶
対
的
な
信
頼
の
感
情
を
自
然
に
養
う
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
あ
る
い
は
信
者
を
主
眼
と
し
て
み
る
と
、
お
そ
ら
く
自
我
の
考
え
を
捨
て
て
、
浄
土
へ
生
ま
れ
る
条
件
と
し
て
の
道
徳
的
な
完
全
さ
を
何
も
問
わ
な
い
阿
弥
陀
に
よ
る
無
量
の
慈
悲
で
意
識
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
感
情
は
抱
か
れ
や
す
い
の
で
あ
ろ
う
。
反
省
と
自
己
批
判
に
よ
る
影
響
の
な
い
こ
の
単
純
な
信
仰
が
、
他
力
信
者
に
唯
一
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
（
）
あ
る
。
３７ 鈴木大拙と七里恒順
鈴
木
は
「
念
仏
が
た
だ
一
つ
の
救
済
へ
の
方
法
だ
と
十
分
に
理
解
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
私
は
今
大
丈
夫
か
？
も
っ
と
す
べ
き
（
）
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？
』
と
考
え
て
念
仏
を
た
め
ら
う
が
、
こ
れ
は
全
く
正
し
く
な
い
」
と
、
七
里
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
一
九
二
四
年
の
論
考
で
引
用
さ
れ
る
七
里
の
語
録
中
に
あ
る
「
考
へ
」
は
「
自
我
の
意
識
」
だ
と
鈴
木
が
解
釈
し
て
い
る
と
先
述
し
た
。
鈴
木
は
第
一
部
の
末
尾
で
「
真
宗
の
教
え
の
要
旨
」
と
し
て
七
里
の
語
録
か
ら
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。
考
え
る
こ
と
は
聞
く
た
め
に
必
要
で
は
な
い
。
信
仰
は
聞
く
こ
と
で
わ
か
る
の
だ
。
こ
こ
に
捕
ら
え
ら
れ
る
な
。
も
し
反
省
し
た
（
）
り
、
信
仰
を
も
つ
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
こ
と
が
あ
れ
ば
阿
弥
陀
に
対
し
て
背
中
を
向
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
お
わ
り
に
一
九
二
〇
年
代
に
書
か
れ
た
二
つ
の
論
考
「『
七
里
老
師
語
録
』
を
読
む
」
と“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ystic”
で
、
鈴
木
は
七
里
の
語
録
を
引
用
し
、
真
宗
信
仰
に
お
け
る
救
い
で
あ
る
他
力
の
は
た
ら
き
の
解
説
を
試
み
て
い
る
。
他
力
に
つ
い
て
解
説
す
る
際
、
鈴
木
は
と
り
わ
け
七
里
の
語
録
か
ら
「
聞
其
名
号
と
聞
の
字
を
置
き
給
ふ
た
は
考
ふ
る
こ
と
に
非
ず
」
の
「
考
ふ
る
こ
と
」
に
注
目
す
る
。
七
里
の
い
う
「
考
へ
」
を
、
鈴
木
は
「
自
我
の
意
識
」
と
解
釈
し
て
い
た
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、「
信
心
が
直
覚
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、「
考
へ
」、
つ
ま
り
「
自
我
の
意
識
」
を
容
れ
な
い
と
こ
ろ
に
真
宗
信
仰
に
お
け
る
救
い
と
な
る
他
力
が
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
以
降
に
展
開
さ
れ
る
鈴
木
の
妙
好
人
研
究
で
は
、
妙
好
人
の
信
仰
の
特
徴
と
し
て
、
他
力
に
よ
る
救
い
に
対
す
る
疑
い
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鈴
木
は
才
市
を
妙
好
人
の
最
た
る
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
鈴
木
が
注
目
す
る
妙
好
人
の
特
徴
、
つ
ま
り
、
他
力
の
は
た
ら
き
に
対
し
て
疑
い
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
七
里
の
「
考
ふ
る
こ
と
に
非
ず
」
に
共
通
す
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
鈴
木
が
妙
好
人
と
し
て
七
里
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
才
市
と
七
里
は
影
響
関
係
に
３８
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
鈴
木
の
妙
好
人
観
か
ら
才
市
と
七
里
を
比
較
し
た
と
き
、
両
者
の
相
違
点
と
し
て
際
立
つ
の
は
七
里
が
学
者
の
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
鈴
木
が
七
里
を
妙
好
人
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
鈴
木
と
七
里
の
関
係
が
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
鈴
木
の
論
考
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
鈴
木
は
七
里
の
語
録
を
も
と
に
し
て
真
宗
信
仰
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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註（１
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
で
は
「
万
行
寺
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
近
年
の
研
究
（
田
鍋
﹇
二
〇
一
九
﹈、
金
見
﹇
二
〇
二
〇
﹈）
に
倣
っ
て
「
萬
行
寺
」
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
か
ら
の
引
用
に
限
っ
て
は
、
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
（
２
）
こ
の
英
文
論
考
は
後
に
楠
恭
に
よ
り
「
学
僧
の
見
た
真
宗
」（『
日
本
仏
教
の
底
に
流
れ
る
も
の
』
大
谷
出
版
、
一
九
五
〇
年
、
一
三
九
│
一
七
三
頁
）
と
し
て
邦
訳
さ
れ
る
。
（
３
）
こ
の
英
文
論
考
は
後
に
楠
恭
に
よ
り
「
仏
教
に
於
け
る
浄
土
教
理
の
発
達
」（『
日
本
仏
教
の
底
に
流
れ
る
も
の
』
大
谷
出
版
、
一
九
五
〇
年
、
六
一
│
一
三
八
頁
）
と
し
て
邦
訳
さ
れ
る
（
４
）
晩
年
の
鈴
木
に
接
し
た
佐
藤
は
「
矢
鱈
に
『
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
』
ば
か
り
を
書
き
つ
ら
ね
て
い
る
妙
好
人
浅
原
才
市
の
ノ
ー
ト
を
取
り
出
し
て
来
て
、
自
ら
の
法
悦
を
語
ら
れ
た
」（
佐
藤
平
「
大
行
│
│
晩
年
の
先
生
の
仕
事
を
お
手
伝
い
し
て
│
│
」『
大
法
輪
』、
九
月
号
、
大
法
輪
閣
、
一
九
六
六
年
、
一
三
六
頁
）
と
鈴
木
の
様
子
を
述
懐
し
て
い
る
。
（
５
）
新
保
﹇
一
九
九
八
﹈
（
６
）
末
村
は
、
鈴
木
の
浄
土
教
理
解
の
深
化
を
た
ど
り
な
が
ら
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
の
時
系
列
に
沿
っ
て
検
討
し
鈴
木
の
浄
土
系
思
想
あ
る
い
は
浄
土
教
学
の
研
究
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年
代
は
「
浄
土
教
学
の
受
容
」
の
時
期
、
一
九
三
〇
年
代
は
禅
と
浄
土
思
想
が
も
た
ら
す
宗
教
経
験
の
「
心
理
学
的
考
察
」
が
進
め
ら
れ
た
時
期
、
一
九
四
〇
年
代
は
「
浄
土
思
想
理
解
の
確
立
」
の
時
期
と
し
て
い
る
（
末
村
﹇
二
〇
一
八
﹈
一
一
二
頁
）。
（
７
）
「
た
と
え
ば
、
一
九
二
四
年
に
、
彼
〔
鈴
木
〕
は
英
語
で
妙
好
人
七
里
恒
順
（
一
八
三
五
│
一
九
〇
〇
）
に
関
す
る
「
近
代
他
力
神
秘
家
の
こ
と
ば
」
を
『
イ
ー
ス
タ
ン
・
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
』
に
刊
行
し
て
い
る
」。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「For
exam
ple,in
1924
he
published
“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
ystic”
in
English
about
the
m
yōkōnin
Shichiri
G
ōjun
七
里
恒
順
（1835
│1900
）in
The
Eastern
Bud-
dhist
」（B
lum
﹇2008
﹈p.65
）。
（
８
）
大
正
十
年
五
月
七
日
発
行
「
宗
報
」
第
二
三
五
号
、
五
月
号
の
記
事
で
あ
る
。（『
宗
報
』（
十
一
）「
宗
報
」
等
機
関
誌
復
刻
版
一
九
所
収
、
一
九
九
七
年
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
四
七
三
頁
）
（
９
）
原
文
は
「
若
念
仏
者
。
當
知
此
人
即
是
人
中
分
陀
利
花
」
で
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
十
二
、
三
四
六
ｂ
）。
４１ 鈴木大拙と七里恒順
（
１０
）
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
編
「
観
経
四
帖
疏
」『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
三
、
大
八
木
興
文
堂
、
一
九
七
二
年
、
五
五
八
頁
（
１１
）
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
編
「
入
出
二
門
偈
」『
真
宗
聖
教
全
書
』
二
、
大
八
木
興
文
堂
、
一
九
七
二
年
、
四
八
四
頁
（
１２
）
「
一
念
多
念
文
意
」（
同
上
、
六
〇
八
頁
）
や
「
唯
信
鈔
文
意
」（
同
上
、
六
五
〇
頁
）
に
お
い
て
も
、
親
鸞
が
「
分
陀
利
華
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
１３
）
同
上
、
六
六
〇
頁
（
１４
）
菊
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
七
一
頁
（
１５
）
『
鈴
木
大
拙
全
集
（
増
補
新
版
）』
第
十
巻
、
一
三
五
頁
（
１６
）
同
上
、
一
三
五
頁
（
１７
）
同
上
、
一
二
七
頁
（
１８
）
菊
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
八
〇
頁
（
１９
）
同
上
、
八
一
頁
（
２０
）
「
生
け
る
妙
好
人
・
浅
原
才
市
」
は
、
鈴
木
が
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
に
出
版
し
た
『
妙
好
人
』
の
末
尾
に
あ
る
「
付
録
」
お
よ
び
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
発
刊
の
寺
本
著
『
一
隅
を
照
ら
す
も
の
』（
千
代
田
女
学
園
）
と
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
発
刊
の
寺
本
著
『
浅
原
才
市
翁
を
語
る
』
に
も
収
録
さ
れ
る
。
（
２１
）
鈴
木
が
才
市
の
詩
と
出
会
い
、『
日
本
的
霊
性
』
で
紹
介
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
こ
の
本
〔『
日
本
的
霊
性
』〕
に
引
用
さ
れ
た
才
市
の
歌
の
資
料
は
、
広
島
大
学
の
、
も
う
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
藤
秀
先
生
の
お
書
き
に
な
っ
た
『
大
乗
相
応
の
地
』
と
い
う
本
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
『
大
乗
相
応
の
地
』
の
中
に
ノ
ー
ト
二
冊
分
く
ら
い
の
数
の
歌
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
本
を
京
都
大
学
の
西
谷
啓
治
先
生
が
ご
ら
ん
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
鈴
木
先
生
の
と
こ
ろ
へ
お
持
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
先
生
は
そ
れ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
非
常
に
心
を
動
か
さ
れ
た
ん
で
す
。
浅
原
才
市
の
歌
の
こ
と
を
初
め
て
お
書
き
に
な
っ
た
の
は
『
日
本
的
霊
性
』
で
す
。
で
す
か
ら
浅
原
才
市
の
こ
と
は
『
日
本
的
霊
性
』
に
最
初
に
出
て
来
た
と
、
こ
う
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」（
楠
・
金
光
﹇
一
九
九
一
﹈
二
〇
頁
）
（
２２
）
菊
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
一
三
一
頁
（
２３
）
浜
口
﹇
一
九
四
一
﹈
六
│
七
頁
（
２４
）
浜
口
﹇
一
九
四
一
﹈
七
頁
４２
（
２５
）
「
明
治
十
三
年
頃
、
博
多
萬
行
寺
の
七
里
恒
順
師
毎
月
七
日
に
少
年
会
を
、
毎
月
四
日
に
少
女
会
を
開
き
、
児
童
に
対
し
て
真
宗
教
義
を
平
易
に
講
話
せ
ら
れ
た
」（
神
根
悊
生
「
佛
教
日
曜
學
校
」『
宗
教
々
育
講
座
』
第
五
冊
収
録
、
大
東
出
版
社
、
一
九
二
七
年
、
一
九
頁
）
（
２６
）
田
鍋
﹇
二
〇
一
九
﹈
四
六
頁
（
２７
）
七
里
が
行
っ
た
社
会
公
共
事
業
に
関
し
て
、
田
鍋
﹇
二
〇
一
九
﹈
や
金
見
﹇
二
〇
二
〇
﹈
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
２８
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
二
一
頁
（
２９
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
六
〇
頁
（
３０
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
二
四
頁
（
３１
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
二
一
│
二
二
頁
（
３２
）
七
里
恒
順
と
浅
原
才
市
の
交
流
に
関
し
て
は
、
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
新
保
﹇
一
九
九
八
﹈
等
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
３３
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
二
〇
頁
（
３４
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
二
五
│
二
六
頁
、
新
保
﹇
一
九
九
八
﹈
二
二
八
頁
（
３５
）
高
木
﹇
一
九
九
一
﹈
三
一
頁
（
３６
）
菊
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
八
〇
頁
（
３７
）
赤
沼
﹇
一
九
一
二
﹈
五
頁
（
３８
）
赤
沼
﹇
一
九
一
二
﹈
七
頁
、
浜
口
﹇
一
九
五
五
﹈
一
四
〇
頁
（
３９
）
引
用
中
の
「
太
」
に
は
、
本
文
で
は
濁
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。（
鈴
木
大
拙
編
『
妙
好
人
浅
原
才
市
集
』
春
秋
社
一
九
七
一
年
、
二
八
頁
）
（
４０
）
菊
藤
﹇
二
〇
一
七
﹈
八
七
頁
（
４１
）
新
保
﹇
一
九
九
八
﹈
二
三
〇
頁
（
４２
）
『
鈴
木
大
拙
全
集
（
増
補
新
版
）』（
以
下
『
全
集
』
と
略
称
す
る
）
第
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
三
│
三
一
六
頁
（
４３
）
赤
沼
﹇
一
九
一
二
﹈
三
頁
（
４４
）
同
上
、
三
頁
（
４５
）
名
和
﹇
二
〇
一
八
﹈
六
三
頁
（
４６
）
播
磨
赤
穂
真
宗
大
谷
派
の
萬
福
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
「
一
蓮
院
秀
存
」
の
語
録
を
佐
々
木
月
樵
が
撰
述
し
た
『
秀
存
語
録
』（
一
九
〇
八
年
）
等
も
無
我
山
房
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
４３ 鈴木大拙と七里恒順
（
４７
）
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、
二
六
七
頁
（
４８
）
同
上
、
二
六
七
頁
（
４９
）
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
鈴
木
は
「
真
宗
雑
観
」
に
お
い
て
、
親
鸞
が
著
し
た
『
教
行
信
証
』
を
批
判
す
る
一
方
で
、『
歎
異
抄
』
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
歎
異
抄
』
が
、「
別
に
人
の
た
め
に
説
法
し
よ
う
と
も
せ
ず
、
又
学
匠
仲
間
で
哲
学
の
議
論
を
や
る
も
の
で
も
な
い
、
唯
円
坊
な
ら
唯
円
坊
が
、
平
生
先
生
か
ら
、
折
に
ふ
れ
て
偶
爾
に
そ
の
心
持
ち
を
表
白
せ
ら
れ
た
の
を
、
そ
の
耳
に
留
め
て
お
い
て
、
異
安
心
の
も
の
の
出
来
た
の
を
嘆
き
つ
つ
、
そ
の
一
、
二
を
書
き
つ
け
た
」
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。（『
全
集
』
第
三
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
三
八
五
│
三
八
七
頁
）
（
５０
）
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
五
頁
（
５１
）
同
上
、
二
七
五
頁
（
５２
）
赤
沼
﹇
一
九
一
二
﹈
一
八
│
一
九
頁
（
５３
）
同
上
、
四
〇
│
四
一
頁
（
５４
）
『
全
集
』
第
十
七
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七
一
│
二
七
二
頁
（
５５
）
翻
訳
は
、「
学
僧
の
見
た
真
宗
」（
楠
恭
訳
『
日
本
仏
教
の
底
を
流
れ
る
も
の
』
大
谷
出
版
社
、
一
九
五
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「Though
som
ew
hat
repetitious,the
above
sum
s
up
w
hat
the
Shinshu
faith
is,and
w
hy
it
is
called
“O
ther­pow
er”
in
contradiction
to
“Self­pow
er”
」（“Sayings
of
a
M
odern
Tariki
M
istic.”
The
Eastern
B
uddhist.The
Eastern
Buddhis
Society.
V
ol.3,
N
o.2.p.95
）
（
５６
）
テ
ル
ス
テ
ー
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
「
ド
イ
ツ
の
神
秘
家the
G
erm
an
m
ystic
」（Ibid.,p.98
）
と
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
が
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
テ
ル
ス
テ
ー
ゲ
ン
の
説
教
が
ど
の
著
作
か
ら
の
引
用
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
テ
ル
ス
テ
ー
ゲ
ン
は
改
革
派
出
身
の
覚
醒
説
教
者
、
牧
会
者
、
著
作
家
、
讃
美
歌
作
者
か
つ
神
秘
家
で
あ
り
、
敬
虔
主
義
的
な
集
会
を
指
導
し
た
人
物
と
あ
る
。
安
井
﹇
二
〇
二
〇：
四
〇
﹈
（
５７
）
楠
の
翻
訳
に
よ
る
と
「
以
下
に
七
里
和
上
言
行
録
の
中
か
ら
他
力
信
仰
の
精
髄
を
表
す
も
の
と
し
て
若
干
の
言
葉
を
抽
き
出
し
読
者
の
参
考
に
供
し
よ
う
」（
一
六
一
頁
）
と
あ
り
、
鈴
木
に
よ
る
三
十
八
語
録
の
翻
訳
の
う
ち
三
十
二
の
語
録
に
限
定
し
て
楠
は
日
本
語
訳
を
充
て
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
鈴
木
が
赤
沼
編
と
小
泉
編
の
語
録
か
ら
順
不
同
に
抜
粋
し
て
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
、
楠
は
と
り
わ
け
赤
沼
編
だ
け
を
参
照
し
て
日
本
語
へ
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
楠
に
よ
っ
て
三
十
八
の
語
録
が
全
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
日
本
語
訳
の
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
４４
（
５８
）
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「H
e
had
a
large
follow
ing,and
his
spiritual
influence
w
as
great
am
ong
all
classes
of
people.…
…
Shichiri
w
as
also
a
great
scholar
and
left
quite
a
few
learned
w
ritings;
but
w
hat
interests
us
here
is
his
practical
faith
and
not
his
scholarly
discourses
filled
w
ith
technicalities,w
hich
generally
m
arks
those
of
the
learned
follow
ers
of
the
Shin
sect.
」（Ibid.,p.95
）
（
５９
）
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「A
s
a
Tarikidoctrine
denies
the
efficacy
of
“self­pow
er”
as
a
m
eans
of
salvation,itnaturally
cultivates
the
feeling
of
absolute
dependence
as
the
one
thing
that
is
needed.N
egatively,or
from
the
devotee’s
subjective
point
of
view
,this
feeling
m
ay
bestbe
cherished
by
abandoning
allthoughts
of
selfhood
and
filling
his
consciousness
w
ith
the
infinite
love
of
A
m
ida,
w
ho
does
not
ask
for
m
oral
perfection
as
the
condition
of
rebirth
in
his
Pure
Land.The
sim
ple
faith
unadulterated
by
reflection
or
self­criticism
is
allthatis
dem
anded
of
a
Tarikifollow
er.
」（Ibid.,pp.95−96
）
（
６０
）
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「Therefore
says
K
ōjun
Shichiri:
“Even
w
hen
you
understand
that
the
N
em
butsu
is
the
only
w
ay
to
salvation,
you
often
hesitate
reflecting
w
ithin
yourselves,
‘A
m
I
all
right
now
?
Is
there
som
ething
m
ore
to
be
done?’
This
is
not
quite
right.
」（Ibid.,p.96
）。
（
６１
）
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「N
o
thinking
is
needed
here.Faith
is
aw
akened
by
hearing.D
on’t
be
caught
here.If
you
reflect
and
being
to
ask
yourself
w
hether
you
have
faith
or
not,you
turn
your
back
tow
ards
A
m
ida.
」（Ibid.,p.105
）。
こ
こ
は
赤
沼
編
『
七
里
老
師
語
録
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
原
文
は
「
今
は
胸
の
穿
鑿
〔
詮
索
〕
し
て
考
へ
出
す
に
非
ず
、
聞
く
よ
り
起
る
信
心
な
り
。
兹
に
ひ
つ
か
か
る
な
よ
。
信
心
が
あ
る
か
な
い
か
穿
鑿
す
る
は
阿
弥
陀
さ
ま
に
う
し
ろ
む
き
に
な
る
な
り
」（
五
九
頁
）
で
あ
り
、
引
用
中
の
亀
甲
括
弧
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
４５ 鈴木大拙と七里恒順
